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完 了 報 告 書 

記入年月日 2026年 ２月 １６日 

採択団体名 一般社団法人石見地域循環共生協議会 

■事業概要 

基本情報 

事業名 
「スマートコミュニティ浜田」防災・減災プロジェクト 

～DX・GX・EXの力で、誰一人取り残さないレジリエントな共助社会構築をめざして～ 

事業内容 

事業内容①：デジタル防災教育（DX）の実践 

事業内容②：エネルギー自立・減災教育（GX）の実践 

事業内容③：体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践 

 

事業背景 

本事業に取組む「（一社）石見地域循環共生協議会」（以下、LC3 と記す）は、令和 7 年９月に急速な

人口減少下において生じる様々な地域課題に対して、地域の多様なリソースをもつ企業、団体と自治

体が一体となって官民が連携して取り組むことを目的として設立された。 

本事業では、浜田市が抱える「若者の流出と世代間交流の希薄化」という社会課題に対し、地域にお

ける「防災教育」を、地域のつながりを再構築する機会と捉え、本年度は、将来的に DX（デジタル技

術）・GX（エネルギー自立）・EX（体験を通じた学び）を融合させて、革新的なプログラムを開発するた

めの準備期間と位置付けている。 

住民一人ひとりが「自分ごと」として防災に取り組み、世代や分野を超えて助け合う「共助」の文化が

根付いた、強靭で持続可能な「スマート・レジリエント・コミュニティ」の構築を目指すものである。 

 

コミュニティ 

設立の経緯 

本事業は、浜田市内で先進的な取組を行っている地域団体「三階（みはし）地区のまちづくりネットワ

ーク」を中心に、防災コミュニティのモデル化を目的とするものであり、浜田市と緊密に連携を取りな

がら事業を行う。事業推進においては、LC3 がハブとなり、市の防災担当課、教育委員会等を横断的

に繋ぎ、更に組織外のリソースも活用することによって、包括的な防災教育を推進する。 

〇その他連携・協力主体 

教育機関：島根県立大学（防災研究専門教員、学生ボランティア） 

みはし地域まちづくネットワーク防災部会、浜田市立三階小学校、自主防災組織 

地域企業・団体：神楽電力㈱（エネルギー）、石見ケーブルヴィジョン㈱（情報通信）、浜田商工会議所 

○アドバイザー：鍵屋 一氏（跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部教授）他 

 

本事業に関する過去

の取り組み内容 

採択団体の防災教育に関する本事業の過去の取り組みや、連携団体とのこれまでの関係性を文章ベ

ースで記載 

・LC３は、団体の設立までの過程の中で、所属及び関係する企業・団体のリソースを検討して、本事業

の企画し、推進している。 

・本事業が「コミュニティ防災教育」に取組むのは、今回が初めてのケースとなるが、LC3に参画した企

業・団体のこれまでの実績（島根県立大学、神楽電力、石見ケーブルビジョン等の地域活動）やリソー

ス、更に本事業を契機として、外部組織の防災教育に関するリソースの提供を受けることで事業を推

進している。 

・特に、本事業でモデル地区のターゲットしていた「みはしまちづくりネットワーク（防災部会）」のこれ

までの取組（実績データを添付）を継承しつつ、ＬＣ３が目指すDX、ＧＸ、ＥＸ、ＣＸといった手法、教育

プログラムの開発を行う。 

 

事業体制 

本事業は、LC3が事業主体となり、行政、教育機関、地域企業、専門家、住民を繋ぐハブとして機能

し、強固な官民金学連携体制で推進する。 

•事業の意思決定: LC3内に外部リソースを使って「防災・減災タスクフォース」を設置し、そのＰＭが中

心になって、各連携体の代表者で構成される「モデル地区協議会」として、事業全体の意思決定と進捗

管理を行う。 

 

•LC3: 事業内容①②③のプロジェクトマネジメント、広報、自治体との連携等 5名（内、2名は組織

外リソースを利用） 

以下、LC３組織内の企業・団体 

・神楽電力㈱：事業内容③のイベントの企画・運営 ２名 
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・石見ケーブルビジョン㈱：事業内容①②③の情報発信 ２名 

・㈱山陰中央新報社：事業内容③の情報発信 １名 

 

以下、LC３組織外企業団体 

・浜田市：防災安全課等からの事業協力、地域住民への周知等 

・島根県立大学：事業内容①②③の教育・研究分野での協力 １名（教員）、学生（２６名）LC3賛助会員 

・日本ミクニヤ㈱：事業内容①③の企画・運営に関する協力 ５名 

・山陰パナソニック㈱：事業内容③のイベントの情報環境・機器類レンタル ３名 

・LOMPY JAPAN：事業内容③のイベント会場の設営 ２名 

・みはしまちづくりネットワーク防災部会：事業内容①②③の事業全般の協力・情報提供 ６名 

 

全体スケジュール 

<9月～10月中旬> 

・９月 LC３の法人化、本事業の申請に関する検討と事業実施体制（外部リソース活用を含む）の構築 

・１０月１３日 事業運営会議の開催① 

浜田市防災担当課との合同会議、本事業の目的共有・具体的内容を決定 

モデル地区推進準備会（仮称）の設立 

 

<11月下旬～12月下旬> 

・１１月２２日 事業内容③「体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践」：コミュニティ防災教育に関する

各種取組・情報発信。集客を目的として、LC3設立記念フォーラムとの同時開催 

・１１月２３日 コミュニティ防災教育実践に関する勉強会を開催 

先進事例に取り組む専門家を講師に招聘（跡見女子大学鍵屋教授） 

・１２月６日  事業運営会議の開催② 

勉強会の振り返りと視察研修の事前学習、事業３つの柱の取り組み状況の共有 

事業内容①：「逃げ地図」ワークショップの開催 

・１２月１９日 広島市豪雨災害伝承会の視察・研修（仮） 

内閣府又は内閣府が指定する民間事業者に中間報告を実施 

 

<1月中旬～2月上旬> 

・１月 16日  「コミュニティ防災教育実践講演会」を開催 

先進事例に取り組む専門家を講師に招聘（跡見女子大学鍵屋教授） 

防災DXに関する勉強会開催 

・１月下旬   事業運営会議の開催③（各取り組みの報告と成果の検討） 

・２月 16日   成果報告書を提出 

 

事業目標・事業成果 

事業目標全般 

(教育提供者側) 

LC3 の会員企業・団体を中心に「コミュニティ防災教育」の取組について共有を図り、事業提供者側は

タスクフォースでの推進体制が段階的に構築出来ている。参加者については、「防災」についての意識

醸成を目的とした「体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践」のイベントを通じて、市民への認知も拡

大をしつつある。 

 

■１０月１３日 事業運営会議の開催① 

提供者：LC3 ２名 

参加者：浜田市１名、みはしまちづくりネットワーク２名（代表者）、LC３ ２名 計５名 

本事業の目的の共有、計画の精緻化  

■１１月２２日 事業内容③「体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践」：コミュニティ防災教育に関す

る各種取組・情報発信。 

提供者：LC３ ５名 

参加者：市民を中心に１２３名 

■１１月２３日 コミュニティ防災教育実践に関する勉強会の開催 

提供者：LC３ ※外部リソース：日本ミクニヤ㈱ ３名 

参加者：市民、学生 １０名 

■１２月６日 事業運営会議の開催② 前回勉強会の振り返りと視察研修の事前学習、事業３つの柱の

取り組み状況の共有/事業内容①：「逃げ地図」ワークショップの開催 

提供者：LC3 ２名 
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参加者：市民１８名 

 

事業成果全般 

(教育提供者) 

本事業で、モデル地区としてターゲットとしていた「三階小学校区」について、地域のまちづくり団体で

ある「みはしまちづくりネットワーク」と、事業を通じて情報交換や課題を共有し、組織的な連携強化を

図ることが出来た。 

提供者である LC３の実施体制（タスクフォース）が整備され、浜田市とも協議して、「モデル地区推進

準備会」を設立し、自主防災組織や地域住民、行政、専門家等によるし、事業目的の共有と活動基盤の

構築を行うこととした。 

 

本事業で目指している以下の３点については、上記の組織的な連携強化と「モデル地区推進準備会」

を中心に推進をしていく体制が整備出来た。 

1.防災力の向上: 住民の防災意識と実践力が向上し、災害時の「共助」の仕組みが強化される。 

2.地域活性化: 防災をきっかけとした世代間・分野間交流が活性化し、地域の課題解決を担う新たな

人材が育成される。若者が防災活動の主役となることで、地域への愛着が深まる。 

3.モデルの創出: DX・GX・EX を融合した「浜田モデル」は、全国の同様の課題を抱える地域にとっ

て、持続可能なコミュニティ防災教育の先進的なモデルケースとなる。 

 

 

事業目標全般 

(参加者側) 

■防災教育の参加者（地域への波及効果、学生の理解度等） 

11/22 開催の事業内容③「体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践」（市民参加１２３名）の中で、e

スポーツや VR を組み入れながら、地域社会への「防災教育」発信は端緒につけることが出来た。いた

ばかりであるが、イベントを契機として継続な取組としていく体制を整備することが出来た。 

学生は、イベントの運営に関わり、市民と直接接して「防災」に関する対話をした経験から、防災意識の

向上が図られた。 

「モデル地区推進準備会」では、LC３のタスクフォースを中心に、構成メンバー及び関係企業・団体等

と連携しながら、申請段階で目標としている、住民一人ひとりが「自分ごと」として防災に取り組み、世

代や分野を超えて助け合う「共助」の文化が根付いた、強靭で持続可能な「スマート・レジリエント・コミ

ュニティ」に積極的に参加する市民意識の醸成を目指す。 

 

事業成果全般 

(参加者側) 

本事業の成果として、申請段階で効果としていた以下の３つの成果目標に即して中間報告する。 

 

1.防災力の向上:住民の防災意識と実践力が向上し、災害時の「共助」の仕組みが強化される。 

浜田市、LC３防災タスクフォースメンバー（５名）、三階小学校区のまちづくりネットワーク防災部会メ

ンバー（６名）との「モデル地区推進準備会」をベースとして、官民で連携してコミュニティ内での持続

的な「共助」の仕組みに参加する意成が生まれている。 

 

2.地域活性化:防災をきっかけとした世代間・分野間交流が活性化し、地域の課題解決を担う新たな

人材が育成される。若者が防災活動の主役となることで、地域への愛着が深まる。 

本事業での島根県立大学の教員、学生参加を通して大学との連携を強化することが出来た。事業内容

③のイベントに学生２５名が主催者側として参加し、「防災」を学生自身が自分事として捉える意識変

容も観察できた。大学との組織的な体制づくりも検討する。 

 

3.モデルの創出: DX・GX・EX を融合した「浜田モデル」は、全国の同様の課題を抱える地域にとっ

て、持続可能なコミュニティ防災教育の先進的なモデルケースとなる。 

11/22の事業内容③のイベントを通じて、世代を超えて楽しめる eスポーツや VRなどデジタルな技

術を活用したイベントでの参加から防災意識を醸成することに関して実績をつくることが出来た。 

 

 

展開できる 

知見やノウハウ 

本事業を通して、LC３がアクションとしている DX（デジタル）・GX（再生エネルギー）・EX（e スポーツ

など新しい体験）を融合させて、市民の防災意識を向上させる「コミュニティ教育モデル」（「浜田モデ

ル」）を、これまで実施してきた事業において実施してきた。 

まだ知見というには、十分ではないが、中間報告の段階では、「新しいコミュニティ防災教育」や「スマ

ート・レジリエント・コミュニティ」という大きな目標を掲げることで、多様な企業、団体、個人が関わり

あう場や機会を生み出すことが出来る。 
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このようなアクションを共有することで、従来取組をされてきた地域活動を活性化することにつなが

るという実感を得ている。 

 

コミュニティ防災教

育の重要な観点 

本事業申請時には、十分に見えていなかった地域防災活動の実情を、長年に渡って活動されてきた地

域団体から直接にヒアリングし、本事業を通じて、実情に合わせながら柔軟に方向性を合わせていくこ

と。 

コミュニティ防災教育において、専門家の鍵屋一教授からは、「正常化の偏見」（自分に都合の悪い情

報を軽視する人の性向）ということ。 

 

「防災」という言葉だけでは人は集まりにくい。eスポーツやVR、おしゃべり会といった『楽しさ』や『交

流』を入り口にすることで、無関心層（特に若者）を巻き込めると実感。 

 

 

残課題等 

・LC3 の設立理念である「DX（JP-LINK）」「GX（市民発電）」「EX（e スポーツ、なりわい大学）」の融

合という独自性の高い視点の強化、特に、地域のデータ連携基盤を活用したＤＸによる防災教育手法

についての勉強会の開催や知見を得ること。 

 

・浜田市三階地区の防災計画に対するアプローチ 

①モデル地区住民（特に三階地区）の参加率向上に向けた、自治会ルート以外の広報手段の確立。②行

政イベントとの日程調整および連携強化。③小学生～高校生といった若年層へのリーチ不足の解消。 
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■事業内容 

事業内容③ 体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践  

事業内容③目標 

(提供者側) 

LC3の設立記念フォーラムでの情報発信 

当初より予定していた、LC3の設立記念フォーラムと並行して、事業内容③「体験型・多世代交流防災

教育（EX）」を実践し、「コミュニティ防災教育推進事業」についての情報発信を行った。LC3の設立意

義と、本事業における取り組み内容を参加者に向けて効率よく印象付ける機会とした。 

■e-スポーツを通じた防災教育を体験する中で、楽しみながら防災について学ぶ機会を提供する。 

■e-スポーツの中で触れる「備蓄品」などを実際に展示することで連携・協力を図る 

 

事業内容③目標 

(参加者側) 

若者や子どもたちが楽しみながら防災意識を高め、イベントの企画・運営を通じて地域の担い手とな

る経験を積む機会を得た。防災グッズの必要性や災害時に役立つロープワークや応急手当、家具の固

定方法などを学ぶことを出来た。 

■楽しみながら「防災」について学び、本事業の展開にも興味・。 

■体験したことのない災害を模擬体験することで、「防災」への意識向上に繋ぐ機会を得た。 

 

事業内容③ 

「体験型・多世代交流

防災教育（EX）の実

践」（実施日：１１/２

２） 

 

■具体的な取り組み内容 

 「防災 VR体験会」の実施 

 VRゴーグルを利用した大地震の模擬体験を

実施した（地震編） 

 

 

 

 

 

 

  

VR体験 

 

■成果(参加者) 

  大地震の体験した人は少なく、VRを通じて

模擬体験するなかで、「怖い」や「何もできな

い」などと率直な感想が聞けた。 
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事業内容③ 

事業内容③「体験型・

多世代交流防災教育

（EX）の実践」 

（実施日：１１/２２） 

 

■具体的な取り組み内容 

「防災 e スポーツ大会」の内容と連携する形

での災害備蓄品の事例展示」 

  ・一般家庭でも対応可能な備蓄品事例 

    ・ソーラーパネル、蓄電池 

    ・感震ソケット 

    ・携帯トイレ など 

 ・浜田市が整備している備蓄品の事例展示 

    ・HONDA社製給電器 

・ラップポントイレ 

 

 
 

展示状況 

 

■成果(参加者) 

多くの方が給電器に興味を持ち、行政がこの

ような備蓄をしていることは初めて知ったとの

こと。 

電気自動車が本当に来る事ができるのかと

いった心配の声もあった。 

 

事業内容③を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 ・既に予定されていた浜田市主催の防災イベントと日程が重複しており浜田市からの協力体制が 

  不足した。 

 

■乗り越えた方法 

 ・浜田市所蔵の防災備蓄品を借用・展示することで、浜田市の取組みについても市民向けに発信す 

ることが出来、本事業と浜田市の連携関係も PRできた。 

 

事業内容③を実施す

やる上で工夫した点 

既に開催を予定していたLC3の設立記念フォーラムと連携したブース展示により、より多くの市民向

けに情報発信を効率的に行う事ができた。 

eスポーツ体験ブースにおいても「防災」をテーマとし、備蓄品等をゲームを通じて探し当てる体験と

備蓄品展示なども関連付けた展示を工夫した。 

事業内容③ 

残課題等 

小学生～高校生といった若い世代の訪問が乏しく、世代にあった広報活動や宣伝、情報発信の行い方

に工夫が必要かと思われる。 
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事業内容③ 体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践 

事業内容③目標 

(提供者側) 

コミュニティ防災教育実践に関する勉強会の開催（11/23） 

・そもそも「コミュニティ防災教育」とはどういうものなのか？ 

・その必要性や進め方など明確に理解できていない点などについて学ぶ機会を提供する 

・講演のあとは「おしゃべり会」として参加者と膝を突き合わせる形での質疑応答 

■福祉防災コミュニティ代表理事である鍵屋一氏を招いての勉強会 

事業内容③目標 

(参加者側) 

事業内容②の目標を箇条書きで記載 ※定量、定性的に、主体にわけて具体的に記載する 

（例）防災教育の提供者と、参加者にわけて記載お願いします。 

■防災教育の参加者（地域への波及効果、学生の理解度等） 

事業内容③ 

実施内容： 

講演会＆おしゃべり

会 

（実施日：１１/２３） 

 

■具体的な取り組み内容 

「コミュニティ防災教育と共生社会」と題して

の講演会と講師を囲んでのおしゃべり会 

 

■成果(提供者) 

自主防災組織の方に参加頂き、地域の現状

をお聞きできた。連携を進める上で重要なネッ

トワークができた。 

 大学生の参加もあり若世代との連携に可能

性を見出せた。 

 市議や防災意識の高い人と出会った。 

 

■成果(参加者) 

実際の避難所の写真を見せて頂き、衝撃を

受けた。トイレの課題や備えの大切さが理解で

きた。 

大学生など地域コミュニティに関われないま

ま卒業してしまうが、より積極的に地域に関わ

りたいと思った。 

 自主防災組織で活動しているが実際の避難

所の状況が分かった。 
 

事業内容③を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

発生した課題や失敗点 

 ・既に予定されていた浜田市主催の防災イベントと日程が重複しており浜田市からの協力体制が 

  不足した。 

 

■乗り越えた方法 

 ・三階地域で実際に活動する自主防災組織から参加頂くことができた。 

 

 

事業内容③を実施す

る上で工夫した点 
石見ケーブルビジョンに協力依頼し、告知番組において情報発信した。 

事業内容③ 

残課題等 

・浜田市民の「防災」に対する意識が希薄な住民が多いという話を聞くことができた。 

・「防災」関連のイベント等の情報を必要としている人に、情報が届くルートに乗っていない。情報発信

の仕方や拡散方法などに課題が残っている。 

・前日イベントからの参加者は、僅かであった。 
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事業内容③ 体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践 

事業内容③目標 

(提供者側) 

「逃げ地図」ワークショップの開催（12/06） 

・地域コミュニティを形成する上で、意見交換しなら楽しく作業を行う経験を共有する 

・レッドゾーン、イエローゾーンを踏まえたて地域の避難上の課題を客観的に見出す 

・浜田市民の意識が高い「土石流災害」を対象として開催する 

■認定逃げ地図士（1級）である金玟淑氏をファシリテータとして招いて開催 

事業内容③目標 

(参加者側) 

初対面の人と共同でワークすることで、会話し意見交換しながらコミュニティ形成に向けた礎となる

出会いの場を得ることができる。 

■地域コミュニティ形成や拡大の可能性に繋がる人的ネットワークを広げる 

■ワークを通じで避難行動における課題や新たな気づきを得る 

■ワークの進め方を理解し、自身が居住する地域において活用できるよう理解を深める 

事業内容③ 

実施内容： 

「逃げ地図」ワークシ

ョップ 

（実施日：１2/06） 

 

■具体的な取り組み内容 

避難に要する時間毎で地図上に色分けする

ことで、避難困難地域などを視覚的に認知する

ワークショップ。ワークを通じたコミュニティ形

成にも寄与する。 

■成果(提供者) 

みはし地域まちづくりネットワーク会長、相

生町自治会長など地域のキーマンとの繋がり

が出来た。 

多様な世代の人に参加して頂き、世代を超え

たコミュニティの可能性を感じることのできる

機会となった。  

■成果(参加者) 

・多様な方々と一緒に活動ができたこと、三

階小エリアの話を、小学生を交えてできたとこ

ろに意義がある。 

・参加者同士で意見を出し合いながら、楽し

くワークすることでコミュニティ形成の第一歩

となった。 

 ・班ごとにケースを分けた事で、新たな課題

が生じることが分かった。 
 

事業内容③を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 ・モデル地区である三階地区の住民参加が少なく、町の状況や道の現状などの情報が乏しく、ワーク

内容に対応できるか課題となった。 

■乗り越えた方法 

 ・みはし地域まちづくりネットワークや相生町自治会からキーマンに参加頂けたことにより、地域の

課題や現状について説明してもらい、他の参加者の理解を深めることができた。 

事業内容③を実施す

る上で工夫した点 

・公共的な避難所などの入口の数、位置などを事前に踏査し、ワークショップの条件付与に活用した。 

・アイスブレイクとして 1人30秒で全参加者向けの自己紹介を全員に行ってもらう事で、雰囲気が和

らぎ会話が弾みやすくなった。 

・移動速度と全避難所対象とするか一部のみ活用するかで条件を分けて、ワークを行った。最後に同

じ条件の班との意見交換により気づかなかった点などの補完を行った。 

事業内容③ 

残課題等 

・自主防災組織や自治会によっては、素晴らし活動を展開しているが、地区や自治会によってはコミュ

ニティ形成が進んでおらず、活動状況に大きな差がある事が分かった。 

・危険区域に公共の避難所等が設定されており、課題解決が可能なものであるか行政の参画が必要。 

・RC構造の建物など民間での協定などの事例を知ったが、他地域でも可能であるか。 

・孤立する地域も見られ、どの様に避難体制を作るか課題である。 

事業内容③ 体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践 
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事業内容③目標 

(提供者側) 

被災地に学ぶバスツアーの開催（12/２０） 

・「広島市豪雨災害伝承館」を訪問し、被災体験談を聞く中で参加者の「自分ごと」化を促す 

・被災体験者からの体験談を聞き、同時開催のワークショップの中に生かしてもらう 

・広島の経験を「石見地域で活かすには」を参加者全員で考えることが目標 

■発災直後から現地で支援活動していた防災士、中井佳絵氏をファシリテータとしてWSを開催 

事業内容③目標 

(参加者側) 

土石流被災地である広島市安佐南区にある「広島市豪雨災害伝承館」を訪問し、当時の状況を感じ、

被災者の実体験を聞き、「自分ごと」として災害を捉えて今後の防災意識向上につなげていく 

■現地や展示内容見学を通じて土石流災害の実態について把握・理解する 

■被災体験談を通じて、「学ぶ姿勢」「日頃から備える」「早めの避難」の大切さを実感する 

■ワークを通じて「石見で活かせる」取組みについて「自分ごと」として考える 

事業内容③ 

実施内容： 

被災地に学ぶバスツ

アー 

（実施日：１2/20） 

 

■具体的な取り組み内容 

・館内展示の見学＋職員による説明 

・副館長である畠堀氏の体験談拝聴 

・中井氏によるワークショップを開催 

テーマ：「広島豪雨災害の教訓を石見地域で 

活かすには?」 

■成果(提供者) 

12/06開催の「逃げ地図」からのリピート参

加者が多く、少人数ではあるものの「防災意識

向上」に向けたコミュニティ形成の動き出しは

感じる事ができた。 
 

■成果(参加者)：11名 

・多世代に渡る参加者で、日常とは違うコミ

ュニケーションが図れたのが良かった。 

・小さな活動であっても自ら取り組める内容

などが情報発信され活性化したワークショップ

となった。 

 ・人のアイデアに投票する事で全員と情報交

換できることで、コミュニティ 

 ・班ごとにまとめた「獲得アイデア」は、浜田ら

しい内容にまとめる事ができた。 

 

事業内容③を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 ・参加人数が少なかった。 

・バスツアーで渋滞等の影響もあり浜田への帰着が遅延した。 

■乗り越えた方法 

 ・12/06開催の「逃げ地図」からのリピート参加者が多く、少人数ではあるものの「防災意識向上」に

向けたコミュニティ形成の動き出しは感じる事ができた。 

事業内容③を実施す

る上で工夫した点 

・発災直後から現地支援活動を行っていた中井氏にファシリテータをお願いした事で、施設との調整・

準備や、施設職員の参画など運営をスムースに運ぶことができた。 

・逃げ地図から体験談の内容までも踏まえて、ワークショップを組み立てたことで、「土石流災害」をテ

ーマに一連の流れとして取り組む事ができた。 

・ワールドカフェスタイルを取り入れ、参加者全員による意見交換、情報交換に繋がり非常に活性化し

たワークショップとなった。 

事業内容③ 

残課題等 

・自主防災組織やまちづくりセンターによっては、すでに「広島市豪雨災害伝承館」を訪問した事があ

り、参加者確保に繋がらないケースがみられた（既に訪問している意識の高さは素晴らしい） 

・訪問先選定の上で、これらの情報が先に入手できていればより良い検討材料となったと思われる。 

・ 

 

事業内容③ 体験型・多世代交流防災教育（EX）の実践 
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事業内容③目標 

(提供者側) 

「コミュニティ防災教育ミーティング浜田2026」の開催（01/１6） 

・本年度事業での取組み内容や成果について、地域からの参加者に報告共有する 

・取組み活動報告等を踏まえてアドバイザーである鍵屋一講師よりまとめの講演を行う 

・クロストークとして会場一体となった意見交換、質疑応答を行う 

■バスツアーとWSについては、ファシリテータを担当した中井佳絵氏より詳細に報告を行う 

事業内容③目標 

(参加者側) 

参加の有無を埋めるため、これまでの取組み経緯と内容について参加者に報告、共有する。鍵屋講師

の講演を受けて、会場とのクロストークを行い、浜田のコミュニティ防災教育の在り方について議論す

る。 

■参加の有無に関わらず本年度の取組み内容について概ね理解してもらう 

■地域のキーマンの集まりとしてコミュニティ形成の一歩としてネットワークを構築する 

■地域コミュニティ形成にむけて、課題・疑問・悩みなどを情報交換、意見交換する 

事業内容③ 

実施内容： 

「コミュニティ防災教

育ミーティング浜田

2026」 

（実施日：01/16） 

 

■具体的な取り組み内容 

  ・今年度の取組内容について LC3より報告 

  ・バスツアーとWSの内容について中井氏よ 

り報告 

  ・取組報告を受けて鍵屋講師よりとりまとめ 

の講演 

  ・クロストーク＆質疑応答 

■成果(提供者) 

立場や役割の異なる参加者より、それぞれの

悩み、課題感、疑問点などが発信された。 

講師側から回答するという事よりも、会場全

体の中で答えが見いだされる展開となった。 

取組みを通じてのリピート参加者が多く、本

事業の成果として、小さいながらも感じる事が

できた。 

 

■成果(参加者) 

・防災教育は継続していく必要があると思う

ので、せっかくつながった縁を活かしていけれ

ば良いと思う。 

・防災教育、学習は、市民のみなさんにはな

かなか認識してもらうことは大変とは思います

が、先日も地震があり安全な場所はないと思

い防災学習は本当に進めて行くべきだと思い

ます。 

・多くの参加者より今後の継続した取り組み

の必要性を感じるとの声が聞こえた。  

事業内容③を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 ・参加者が多く、席が不足する状況となった。 

■乗り越えた方法 

 ・椅子を増設し会場脇で参加できる様にした。 

事業内容③を実施す

る上で工夫した点 

・これまでに取り組んだ「逃げ地図」や「広島市豪雨災害伝承館」でのWSの際に使用した、模造紙やア

イデアなどを書き出した用紙を会場に貼りだし、活動の一端を見てもらえる様にした。 

（貼り物の前で参加者同士が説明、談笑する様子なども見ることが出来た） 

・鍵屋講師の講演時間を短めに設定し、クロストークとして会場参加者とのコミュニケーションの時間

を多めに確保した。当初は、２～4名のグループ分けを行い、グループごとに質問・意見を発表しても

らったが、後半になると個人で発言する人が多く、積極的な意見交換の場となった。 

 

事業内容③ 

残課題等 

・若者の参加が無かった。各取り組みには大学生が参加してきたが、今回は参加者がいなかった。講

師や事務局の日程の都合もあるが、開催日時の設定なども工夫が必要だと思われる。 

・小・中・高校生などの参加が創出できなかった点は今後の課題のひとつと言える。 
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「被災地に学ぶバスツアー」ワークショップ 投影資料 

 

（12 月 20 日 開催） 
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「コミュニティ防災教育ミーティング浜田 2026」 

 投影資料 

（講師：鍵屋一氏） 

 

 

（1 月 16 日 開催） 
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「コミュニティ防災教育ミーティング浜田 2026」 

 投影資料 

（報告：中井佳絵氏） 

 

 

（1 月 16 日 開催） 





           




























